
令和3年3月2日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全学級が毎月２回以上実施した。

３：全学級が毎月１回実施した。

２：８０％の学級が毎月１回実施した。

１：８０％未満の学級が毎月１回実施した。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「指導を徹底できた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。
４：「指導を工夫し、徹底できた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「連携が図れた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

保護者と連携した学習、学校公開、保護者
会等を実施し、家庭との連携の充実を図
る。

2

 　A１：８０％未満。
　
   B１：８０％未満。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

　 A３：９０％以上。

　 B３：９０％以上。
２：

Ｃ

地域の歴史やよさを理解し、教育実践に生
かす。

4

　 A２：８０％以上。

　 B２：８０％以上。

１：

Ｄ

４：

A４

B※

◇スクールサポートや各ボランティ
　アの協力による、地域力を生かし
　た様々な体験や交流活動が、年間
　を通して中止となってしまったた
　め、保護者による評価を取りやめ
　た。

◇「地域に開かれた学校」の高い評
　価の維持を目指し、今年度も情報
　発信に努めたが、学校公開や保護
　者会の回数を減らさざるを得なか
　った。しかし、運動会を体育学習
　発表会として公開したり、展覧会
　の期間を増やしたりして、可能な
　限りの公開に努めた。

◇本校独自の「わたしたちの郷土」
　に、４年生が新たに作成した内川
　学習のまとめを加え、５年ぶりに
　改訂版を作成した。

◆ＰＴＡ・地域の協力に感謝するとと
　もに、さらに学校が地域連携の核
　となるように努める。新たな取組の
　可能性を求めていく。

Ａ 8
・学校、児童、保護者の三者間の連携を図ることは大切。
　今年度は保護者会等が中止になることが多かったが、
　ホームページで学校の情報を伝えてもらい、子供たちの
　様子がわかり、嬉しかった。

・コロナ禍の中、様々な行事が中止になる中、体育学習発表
　会や展覧会を実施してもらい、保護者は皆喜んでいた。

・コロナ禍で例年に比べると地域とのかかわりをもつことは
　難しかったと思う。

・なかなか学校に足を運べない保護者等にとって、学校ホー
　ムページによる広報はとても効果的である。毎回の更新は
　大変だと思うが、今後も続けてほしい。

・次年度は開校２０周年になる。地域も協力を惜しまない。
　

・人権尊重の思いやりを継続してほしい。

３：

B 2

 　A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

4

　  A４：「学校は積極的に情報
　 発信している」とアンケート
　 で回答した保護者の割合が
　 ９５％以上。

　 B４：「地域や外部人材を活
　 用 した学習を推進している」
　 と回答した保護者の割合が
　 ９５％以上。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

3

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

2

Ｃ

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

4

　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。

１：

Ｄ
校内研究「わかる・できるを目指した授業」
及び各種校内研修をもとに、新学習指導
要領の趣旨を踏まえた授業改善に努め
る。

4

A３

B４

◇新学習指導要領の主旨を生かし
　た授業および評価について、校
　内研究を中心に取り組んだ。

◇様々な年次研修や教育課題研修
　の参加者による授業公開や報告
　会を行い、教員全体の指導力向
　上に取り組んだ。
　
◇学習や行事にＩＣＴ機器を積極
　 的に活用して効果的な指導法を
　 積み重ねた。

◇若手教員の育成と主任教諭の意
　 識向上を目指した開桜未来塾
　 を定期開催した。

◇特別支援教育に関する校内委員
　 会を月２回行い、情報及び指
　 導法の共有化の充実を図った。

◆今年度の取組を継続することを
　基本とし、状況を見て優先課題
　を判断し、時機を逸することなく
　取組を行っていく。

Ａ 10

・今の開桜小学校は、子供たちが「行きたい」と思える環境だ
　と思う。

・ICT機器の活用は画期的。授業がわかりやすくなってよい。
　それを使いこなしている教職員の皆さんはすごい。
　感心する。

・教育活動の様々な環境がよくなっていると感じる。

・特別な支援を必要とする児童が多くいると思うが、先生方
　が児童理解に努めていることが分かる。
　一人一人を大切にした教育を今後も期待している。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

4
３：

Ｂ

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

4

　 A４：「授業が楽しくわかりや
　 すい」とアンケートで回答し
　 た児童の割合が９０％以上

　 B４：「学習活動を工夫して、
　 わかりやすく教えている」と
　 アンケートで回答した保護
　 者の割合が９０％以上。

４：

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

3

　 A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。
２：

4

１：

Ｄ
 　A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。

A３

B４

◇コロナ禍での水泳学習の中止を
　はじめ、体育学習でも制限が多
　い中、体力テストは今年度も全
　校児童で実施し、事前事後の取
　組を行うことで、体力づくりの
　意識を高めた。

◇開桜小健康チャレンジ月間を設
　 定し、カードに児童や保護者の
　 コメント欄を設け、家庭と連携
　 して健康への意識向上を図った。

◆感染症防止のための毎日の健康
　 観察カードや新しい生活様式を
　 継続していく。

◆コオーディネーショントレーニ
　 ングを体育学習や体育朝会で行
　 う取組を継続する。

Ａ 9

・学校内での体力向上の取組は、例年に比べると難しかった
　と思う。

・三密を避けるという点からできる運動も限られ、大変だった
　と思う。その中で、できる範囲で体力テストを実施したり、
　体育朝会の方法を工夫したりして、子供たちが運動できる
　ようにしていただいていたことがよくわかった。

・毎朝の健康チェックカードの導入や手洗いうがい、マスクの
　徹底など、家庭と連携して実施しており、学校内でコロナの
　感染が広がることなく、よかった。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

4

３：

B 1

Ｃ
　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。

健康チャレンジ月間（年３回）や他機関と連
携した保健指導、歯磨き指導、学校保健員
会等の取組を通して健康教育を推進する。

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動
習慣の定着
による体力
の向上など、
生涯にわ
たって健康増
進を図る意
識の向上を
めざします。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

4

　 A４：「運動することが好きで
　 ある」とアンケートで回答し
　 た児童の割合が９０％以上

　 B４：「健康教育の取組を推
　 進 している」とアンケートで
　 回答した保護者の割合が
　 ９０％以上。

４：

　 A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

4

２：

　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

4
１：

Ｄ

 　A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。
開桜小生活スタンダードの定着を図るため
の指導を徹底する。特に挨拶と廊下歩行・
言葉遣いを最重点項目として、工夫して取
り組む。

3

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

2
３：

Ｂ学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

　 A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

4

４：

A３

B４

◇開桜小で学ぶ誰もが気持ちよく
　学校生活が送れるように「生活
　スタンダード」の一層の定着に
　取り組んだ。
　重点項目である挨拶については、
　目指すべき姿を示して自己評価
　する挨拶検定や教員が認定する
　挨拶マイスターの取組を通して
　定着を図った。効果があったと
　の保護者の声も届くようになっ
　ている。

◇養護教諭による保健指導や、東
　邦大学看護学科の協力による命
　の授業、LGBTについて当事者
　からの講話を聴く学習など、自
　他を大切にするとともに、多様
　性について考える学習を実践し
　た。

◇児童アンケートと面談をもとに、
　いじめや不登校の未然防止と早
　期発見に努め、保護者と連携し
　て解決を図った。
　個別支援について毎月の教育相
　談委員会を通して、組織的に対
　応した。

◎今年度は、異学年や幼保・中学
　校との交流ができなかったので、
　ぜひ、再開したい。また、多様
　性を認め合えるような取組を継
　続し、自己肯定感や他者を尊重
　する心の育成に努めていく。

Ａ 10

・子供たちが落ち着いて学校生活を過ごしていると感じる。

・挨拶指導に力を入れているのは大切なこと。
　人と人とのかかわりを深めるための基本であるため、今後
　も継続して指導してほしい。

・コロナ禍で学校でも新しい生活様式を踏まえ、様々な取組
　をされていることが分かった。
　毎日の消毒等、とても大変だと思う。地域でも何か手助け
　できることがあれば力になりたい。

・子供たちが安全に安心して学校生活を送ることができてい
　るのは、教職員の方々の努力のお陰だと感じる。

・多くの活動が制限される中、様々なジャンルの方たちをお
　呼びして講話を聞いたり、科学実験を見せたりして、子供
　たちの学習意欲を高めることができたと思う。

・道徳教育の充実を継続してほしい。
　外部の講師もどんどん取り入れてほしい。
　特にいじめや虐待などについても取り入れてほしい。

２：

Ｃ

Ｄ開桜小学習スタンダード（学習規律・学習
用具）の定着を図るための指導を徹底す
る。

3

　 A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有
用感などを高
めるととも
に、自他の生
命を尊重す
る心を育成
するなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をはぐ
くみます。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

4

　 A４：開桜小生活スタンダー
　 ドの定着度が９０％ 以上。
　
　 B４：「一人一人を大切にし
　 た教育が行われている」と
　 アンケートで回答した保護
　 者の割合が９０％以上。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

4

　 A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。
２：

Ｃ

授業改善推進プランを、授業に生かす。 3

　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。

１：

A３

B３

◇基本的な内容の定着と活用の習
　 熟を図るために、毎時の授業
　 の導入や週１回の放課後補習、
　 学期末に設定した開桜小学力
　 向上ウィークにおいて、既習
　 事項の復習に取り組んだ。

◇算数指導では、低学年は学級数
　 +１、中・高学年は学級数+２
　 の習熟度別指導を実施した。

◇児童にとって主体的で深い学び
　 となるように、主発問を重視
　 した授業づくりに取り組んだ。
　
◇朝の読書タイムを週３回に増や
　 し、開桜小読書週間の取組と
　 合わせてさらに読書推進を進
　 めた。

◆開桜小学習スタンダードの定着
　指導を継続するとともに、ICT
　を効果的に活用して、より個
　別最適化した指導を図る。

Ａ 10 ・コロナ禍で分散登校もあり、学級経営が大変だったと思う。
　その中でも子供たちの学力向上のために、教職員が熱心
　に指導していることが感じられて有り難い。

・例年通りの研究授業は行えなかったとしても、日常の授業
　を工夫されたり、先生同士での学び合いんの場を設けてい
　ることが分かり、努力がうかがえる。

・ICTの導入もあり、子供たちの学びの保障がされていること
　がわかった。
　先生も子供たちもとても頑張っていると思う。

・教職員が皆熱心に指導に取り組んでいると感じている。
　今後も期待している。

・授業力向上の取組を継続してもらいたい。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

3
３：

Ｂ

かかわる力の育成を目標のとした学習指
導や特別活動を実施する。

3

 　A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

4

　A４：当該学年の四則計算
　 の定着度及び漢字検定の
　 合格率が８５％以上。

　 B４：「子供は基礎学力が身
　 についている」とアンケート
　 で回答した保護者の割合が
　 ９０％以上。

４：

4

 　A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。

２：

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3

　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。
１：

Ｄ

10 ・学校評価保護者アンケート回収率９８％は素晴らしい
　数字。
　先生、児童、家庭のコミュニケーションが合致している
　ためだと思う。保護者の信頼度が高いのが窺える。

・教職員が一致団結し、よいチームワークで努力してい
　るのがよく理解できる。

・今年度は今まで体験したことのない事態に見舞われ、
　様々なことが中止になる中、どのようなことができるの
　かを考え、子供たちのために工夫して取り組んでいた
　だけたことが本当に有り難かった。

・子供たちが楽しそうに学校に通う姿が見られ、落ち着
　いて学校生活を過ごしていることが分かる。

・これからもICT機器を多いに活用し、書く活動も多く取り
　いれてほしい。
　

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

Ｂ
学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

学校関係者記入欄

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

　 A４：「学校は楽しい」とアン
　 ケートで回答した児童 の
　 割合が９０％ 以上。
　
　 B４：「自分の考えを伝えた
り、
　 様々な違いを尊重したりでき
　 る子供に育っている」 とアン
   ケートで回答した保護者の
   割合が９０％以上。

４：

A３

B３

□アンケートの回答数
　児童（６６４名）・保護者（６６４名）
□アンケート回答率９８％

◇すべての児童にとって楽しい学校
　 になることが、創造的に生きる力
　 を育むことにつながると考え、次
　 の３要素が必要として取り組んだ。
　①勉強がわかる・できる
　②友達とのかかわりが楽しい
　③力をつける指導
　
◇タブレット端末を活用した調べ学習
　 や発表学習を積極的に実施し、児
　 童が基本操作を身に付け、使い慣
　 れることを図った。

◇今年度も体力テストを全学年で実
　 施し、結果をもとに、学年の実態
　 に応じた体育学習を行った。

◇様々な学習の中で、自分の感想や
　 考えを書いたり、発表したりする
　 活動を通して、多様な感じ方や考
　 え方があることを理解し、認める
　 ことができるように指導した。

◆学校の新しい生活様式の中で、人
　 とかかわる活動や体力をつける
　 取組を適切に取り入れ、魅力あ
　 る学校づくりをすすめる。

Ａ

令和２年度　大田区立開桜小学校　自己評価　報告書

　・児童数：６８７名　　学級数：２１学級　（令和２年７月１日現在）
　・大森第二小学校と大森第六小学校が統合して「開桜小学校」となり、今年度開校１９周年を迎える。
　・行事や学習を通して、地域に開かれ、共に歩む学校を目指し、地域の特性を生かした教育活動を行っている。（町工場・商店街・こらぼ大森の見学、内川学習、海苔つけ体験、稚魚放流体験、外国人留学生との交流、キャリア教育、園芸・読書ボランティアとの活動等）
　・今年度は、新学習指導要領と「学校の新しい生活様式」を踏まえた「わかる・できるを目指した授業」をテーマに授業研究に取り組んでいる。
　・東京都教育委員会のコオーディネーショントレーニング地域拠点校（昨年度）として取り組み始めた実践を継続していく。

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策


